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主 な 内 容

試
験
日　

7
月
6
日
㈰

試
験
場
所　

東
京
学
館
高
等
学
校

（
酒
々
井
町
）

採
用
予
定
職
種
・
人
数

一
般
行
政
上
級
職　

若
干
名

技
術
職
（
建
築
上
級
）    

若
干
名

対
象

一
般
行
政
上
級
職　

昭
和
53
年
4
月

2
日
か
ら
昭
和
62
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

技
術
職
（
建
築
上
級
）　 

昭
和
48
年

4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

1
級
建
築
士
の
資
格
を
有
す
る
人
ま

た
は
平
成
21
年
春
季
ま
で
に
資
格
取

得
見
込
み
の
人

※
試
験
案
内
・
申
込
書
は
市
総
務
課

で
配
布
し
ま
す
。

　

一
般
行
政
初
級
職
な
ど
の
試
験
は
、

こ
の
後
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
・
問　

5
月
26
日
㈪
か
ら
6
月
6

日
㈮
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
か

直
接
市
総
務
課
人
事
班　

内
線
3
3

1
4 

・
5
へ

一
緒
に
創
ろ
う

　
　

安
心
で
健
康
な
ま
ち

ー
市
職
員
採
用
試
験
ー

　

市
で
は
平
成
21
年
4
月
1
日
付
け
で
採
用
す
る
職
員
の
採
用
試

験
（
第
1
次
試
験
）
を
平
成
20
年
度
印
旛
郡
市
職
員
採
用
共
同
試

験
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

　平成20年度課税分からの固定資産税都市計画税、軽自動車税、市・
県民税、国民健康保険税、介護保険料の納付書、平成20年4月1日発行
分からの水道料金、下水道使用料の納付書であれば、次のコンビニエ
ンスストアで支払いができるようになりました（納付書に記載された
納付期限内に限ります）。
対象のコンビニエンスストア
エーエム・ピーエム、エブリワン、くらしハウス、ココストア、コミュ
ニティ・ストア、サークルK、サンクス、スパー北海道、スリーエイト、
スリーエフ、生活彩家、セイコーマート、セーブオン、セブン－イレブン、
デイリーヤマザキ、ファミリーマート、ポプラ、ミニストップ、ヤマ
ザキデイリーストアー、ローソン、スパー九州、MMK設置店
※対象のコンビニエンスストアは納付書の裏面に記載されています。
■問　収税課収税班　内線3121 ～ 3、上下水道課業務班　内線3457 ～ 9

税金などの納付税金などの納付がコンビニでもがコンビニでも

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。

2008

No.609

5.15
■ごみ処理・リサイクル施設見学会 ……2
■自治宝くじ助成 …………………………2
■市民活動推進センター運営委員委嘱 …3
■SHIROIアートフェスタ ………………4
■キッズクラブ ……………………………5

　

過
去
に
地
区
伝
達
教
室
で
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
は
、
健

康
的
な
生
活
を
送
る
た
め
に
大
切
だ

と
思
う
こ
と
は
「
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
を
取
る
こ
と
」
と
思
う
人
が
80

㌫
い
ま
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
を
取
る
こ
と
は
大
切
で
、
そ
の
こ

と
を
皆
さ
ん
が
認
識
し
て
い
る
こ
と

が
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か

ら
も
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
答
え
た
人
の
う

ち
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い
る
人
は
46

㌫
で
し
た
。

　

一
言
で
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と

い
っ
て
も
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
な
の

で
し
ょ
う
。
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

を
す
る
こ
と
は
決
し
て
難
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
本
は
主
食
・

主
菜
・
副
菜
を
そ
ろ
え
る
事
で
す
。

主
食
と
は
主
に
糖
質
の
補
給
源
と
な

る
お
米
や
パ
ン
・
麺
類
な
ど
、
主
菜

は
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
の
補
給
源
と

な
る
肉
・
魚
・
卵
・
大
豆
製
品
な
ど
、

副
菜
は
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
食

物
繊
維
の
補
給
源
と
な
る
野
菜
・
イ

モ
類
・
キ
ノ
コ
類
・
海
藻
類
な
ど
で
す
。

　

市
で
は
毎
月
、
主
食
・
主
菜
・
副

菜
を
テ
ー
マ
に
広
報
し
ろ
い
1
日
号

で
「
栄
養
士
の
栄
養
た
っ
ぷ
り
お
す

す
め
レ
シ
ピ
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す

の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

副
菜
が
も
た
ら
す
お
い

し
い
効
果

　

主
食
・
主
菜
・
副
菜
の
中
で
、
不

足
が
ち
な
の
は
副
菜
で
す
。
副
菜
を

取
る
こ
と
は
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生

活
を
実
現
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
効
果
を
人
の
体
に
も
た
ら

し
ま
す
。

　

副
菜
の
中
で
も
特
に
大
き
な
効
果

が
見
込
ま
れ
る
も
の
に
野
菜
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
効
果
は
生
活
習
慣
病
予

防
に
加
え
、
便
秘
を
解
消
で
き
る
、

お
肌
が
イ
キ
イ
キ
す
る
、
風
邪
を
引

き
に
く
く
な
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
効
果
が

見
込
ま
れ
る
野
菜
は
下
の
よ
う
に
1

日
3
5
0
㌘
以
上
食
べ
る
と
い
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
目
安
は
1
日
に

5
皿
以
上
の
野
菜
料
理
を
食
べ
る
こ

と
で
す
。
無
理
な
く
野
菜
を
取
る
ポ

イ
ン
ト
は
下
の
よ
う
な
5
つ
が
あ
り

ま
す
。

市
民
の
味
方
、
食
生
活

改
善
推
進
員

　
「
私
た
ち
の
健
康
は
、
私
た
ち
の

手
で
」
を
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
皆
さ

ん
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
す
る
食
生

活
改
善
推
進
員
は
、
紹
介
し
た
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
や
気
軽
に
で
き
る

運
動
な
ど
を
学
び
、
イ
ベ
ン
ト
や
教

室
を
通
じ
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
や
ふ
る
さ
と

白
井
魅
力
発
見
ウ
オ
ー
ク
に
参
加
し

て
、
野
菜
を
使
っ
た
健
康
食
の
試
食

を
提
供
し
た
り
、
パ
ネ
ル
を
使
っ
て

野
菜
を
多
く
食
べ
る
工
夫
な
ど
を
お

野
菜
を
食
べ
て
健
康
に
な
ろ
う

〜
１
日
５
皿
の
野
菜
料
理
を
〜

　

市
で
は
「
健
康
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
体
の
健
康
を
維
持
・
増
進
し
て
い
く

た
め
に
は
、
良
好
な
食
生
活
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
毎
日
の
食
生
活
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

わ
か
っ
て
い
て
も
な
か
な
か
で
き
な
い

追
加
募
集

知
ら
せ
し
ま
し
た
。
ま
た
親
子
の
食

育
教
室
や
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
21
講

習
会
、
地
区
伝
達
教
室
を
開
催
す
る

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
新
し
い
食
生
活
改
善
推

進
員
を
4
月
17
日
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

委
嘱
し
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で

す
。

（
敬
称
略
）

北
島
里
子
・
山
上
あ
や
子
・
市
川
和

代
・
海
保
益
子
・
大
熊
喜
久
枝
・
今

井
正
子
・
瀬
賀
く
み
子
・
曽
布
川
み

つ
江
・
山
田
和
子
・
上
岡
幸
江
・
久

保
田
光
子
・
迫
田
妙
子
・
花
山
佳
子
・

矢
野
光
子
・
山
本
幸
恵
・
津
田
桂
子

食
生
活
改
善
推
進
員

　

食
に
つ
い
て
一
緒
に
勉
強
し
、
活

動
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

任
期　

〜
平
成
22
年
3
月
31
日

報
酬　

年
2
5
、0
0
0
円
程
度（
活

動
は
年
間
20
日
程
度
）

申
・
問　

5
月
30
日
㈮
ま
で
に
健
康

課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎
（
4
9
7
）

3
4
9
4
へ

食生活改善推進員が開催する親子の食育教室

1日の野菜摂取量の目安
緑黄色野菜　1日120㌘（片手で2杯程度）

例　ホウレン草30㌘（1株）、ニンジン30㌘

（1/3本）、トマト30㌘（1/6個）、ピーマン

30㌘（1個）

淡色野菜　1日230㌘（両手で2杯程度）

例　ダイコン50㌘（2㌢㍍）、タマネギ60㌘（小

1/2個）、ナス30㌘（小1個）、キャベツ40㌘（大

1枚）、キュウリ50㌘（1/2本）

野菜を無理なく取る5つのポイント
①生野菜だけではなく、加熱して取る

②汁物にも複数の野菜を加える

③外食はできるだけ野菜のあるメニューを

④主食にも野菜をプラス

⑤肉・魚の主菜にも野菜を加える

目安となる摂取量
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市
で
は
日
本
人
の
3
大
死
因
の
1

つ
、
脳
卒
中
（
脳
梗
塞
、
脳
内
出
血
、

く
も
膜
下
出
血
な
ど
）
の
予
防
・
早

期
発
見
の
た
め
、
脳
ド
ッ
ク
検
査
料

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象　

①
・
②
の
両
方
を
満
た
す
人

①
白
井
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
満
40
歳
以
上
で
、
市
国
民
健

康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
人

　

冨
士
地
区
に
あ
る
栄
区
自
治
会
は

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
を

整
備
す
る
た
め
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
か
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
助
成
」
を
受
け
て
、
地
区
の
集

会
施
設
を
建
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
は
宝
く
じ
受
託
事
業
収

入
を
財
源
と
し
て
、
健
全
な
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
発
展
に
活
用
し

て
い
る
も
の
で
す
。

学
校
修
繕
費
の
未
払
い

に
つ
い
て
（
そ
の
3
）

　

平
成
17
・
18
年
度
に
実
施
し
た
小
・

中
学
校
設
備
な
ど
の
修
繕
費
が
、
当

該
年
度
に
支
払
わ
れ
ず
平
成
19
年
度

に
持
ち
越
さ
れ
て
い
た
問
題
に
つ
い

て
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

昨
年
8
月
と
11
月
に
発
覚
し
た
未

払
い
の
件
数
と
金
額
は
、
合
計
で
1

8
0
件
1
1
、 0
6
6
、1
3
5
円

で
し
た
。
こ
の
う
ち
事
件
発
覚
時
点

で
支
払
い
が
滞
っ
て
い
た
の
は
92
件

5
、5
0
7
、3
5
5
円
で
履
行
実
態

を
確
認
し
た
上
で
、
昨
年
12
月
に
支

払
い
を
完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
既

に
19
年
度
予
算
か
ら
支
払
い
済
み
で

あ
っ
た
88
件
5
、5
5
8
、7
8
0
円

に
つ
い
て
も
履
行
実
態
を
確
認
し
ま

し
た
。

〜
自
治
宝
く
じ
助
成
で
集
会
施
設
を
整
備
〜

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
発
展
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
と
は

　

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
の

た
め
、
住
民
の
需
要
に
応
じ
た
機
能

を
有
す
る
多
目
的
な
総
合
施
設
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
自
治
会
集

会
所
な
ど
）
の
建
設
整
備
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象　

建
設
本
体
工
事
費
、
付

帯
設
備
工
事
費
、
設
計
管
理
委
託
費

（
工
事
と
同
じ
年
度
に
執
行
し
工
事

知
っ
て
お
き
た
い
国
民
健
康
保
険

脳
ド
ッ
ク
を
受
け
た
人
に
助
成
金

②
前
回
の
脳
ド
ッ
ク
検
査
後
、
1
年

以
上
経
過
し
て
い
る
人

助
成
金
額　

検
査
費
用
の
7
割
（
内

容
に
よ
り
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
）

●
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
脳
の
断
面
撮
影
）
お
よ

び
Ｍ
Ｒ
Ａ
（
脳
の
血
管
撮
影
） 　

  

最

高
2
0
、0
0
0
円

●
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
脳
の
断
面
撮
影
）  　

最

高
1
5
、0
0
0
円

　家庭から出たご
みや資源物（ 紙類・
布類・プラスチッ
ク製容器包装類）
はどのように処理
されているか知っ
ていますか。ごみ
の分別・リサイク
ルへの関心をより
一層高めてもらう
ため、ごみ処理施設などの見学会を開催します。生
まれ変わるごみに つ いて考えてみませんか。
日時　6月18日㈬　午後0時50分～ 5時
集合・解散場所　市役所
見学場所　印西クリーンセンター（印西市）、印西地
区環境整備事業 組合一般廃棄物最終処分場（印旛村）
㈱佐久間印旛資源リサイクルセンター（白井市）
対象　一般　10人（申し込み順）
持ち物　筆記用具
申・問　5月30日㈮までに電話で環境課きれいなまち
づくり班内線3274へ

ごみごみ処理・リサイクル施設処理・リサイクル施設
見学会見学会

●
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン　
    （
脳
の
水
平
断

面
撮
影
）　  

最
高
1
0
、  

0
0
0
円

申
・
問　

事
前
に
脳
ド
ッ
ク
受
検
申

請
書 

（
保
険
年
金
課
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
保
険
年

金
課
国
保
年
金
班　
内
線
3
1
7
3
へ

費
と
一
体
化
し
て
い
る
も
の
）

※
土
地
の
取
得
費
、
土
地
の
造
成
費
、

解
体
費
、
外
構
工
事
費
、
既
存
施
設

の
増
改
築
と
修
繕
に
掛
か
る
費
用
は

対
象
外
で
す
。

助
成
額　

対
象
と
な
る
総
事
業
費
の

5
分
の
3
以
内

※
限
度
額
1
、5
0
0
万
円
。

申
・
問　

市
民
参
加
推
進
課
市
民
参

加
推
進
班　

内
線
3
1
5
1
・
2
へ

災
害
時
の
支
援
協
定
締
結

　

市
は
災
害
時
に
お
け
る
応
急
生
活

物
資
の
供
給
対
策
を
事
前
に
講
ず
る

た
め
3
月
31
日
に
次
の
と
お
り
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

協
定
先　

㈳
千
葉
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス

協
会
船
橋
支
部
会
員
96
社
（
う
ち
市

内
会
員
15
社
）

内
容　

応
急
生
活
物
資
の
供
給
（
液

化
石
油
ガ
ス
、
市
の
要
請
に
対
応
可

能
な
物
資
）、
物
資
輸
送
業
務

問　

交
通
防
災
課
交
通
防
災
班　

内

線
3
3
2
1
〜
3

再
発
防
止
に
向
け
て

　

市
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
2
度

と
起
こ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
3
月

27
日
に
再
発
防
止
策
を
決
定
し
、
研

修
強
化
に
よ
る
財
務
事
務
に
関
す
る

手
続
き
の
徹
底
、
予
算
執
行
管
理
体

制
の
強
化
な
ど
に
4
月
か
ら
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
調
査

　

調
査
を
進
め
る
中
で
、
一
部
の
修

繕
費
の
支
払
い
に
つ
い
て
一
括
処
理

す
る
べ
き
も
の
を
、
手
続
き
を
簡
略

化
す
る
た
め
に
分
割
し
て
処
理
し
て

い
た
も
の
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
内
部
調
査
委
員
会
で
は
こ
の

問
題
に
つ
い
て
引
き
続
き
調
査
を
進

め
て
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
今
後
取

り
ま
と
め
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問　

内
部
調
査
委
員
会
事
務
局
（
財

政
課
内
）　

内
線
3
3
3
3

　行政相談とは国の仕事や特殊法人の仕事（ＮＴ
Ｔ、年金、医療保険、労働災害、登記事務など）
についての意見・要望に対して、総務大臣から委
嘱された行政相談委員が相談を受け、その解決を
促進するものです。気軽にご相談ください。
【行政相談】
　市では定期的に行政相談を開催しています。
日時　毎月第2木曜日（8月を除く）　午前10時～
午後3時
場所　市役所（偶数月）、各センター巡回（奇数月）
※相談日の日程は毎月1日号に掲載する最終面の
広報カレンダーを参照してください。
行政相談委員（敬称略）　伊藤良平・勝見武
相談料　無料
問　市民課戸籍班　内線3144

19日㈪～ 25日㈰は春季行政相談強調週間

無料職業紹介所
　市では白井市を含む近隣市村の範囲を対象に、無料職業紹介所を
運営しています。一般・パートタイマーの求職受け付けや職業紹介
などを行っています（求職には登録が必要です）。
受付時間　午前9時～午後4時
場所　市役所２階相談室
対象範囲　白井市・我孫子市・印西市・柏市・鎌ケ谷市・船橋市・
八千代市・印旛村・本埜村
問　商工振興課商工振興班　内線3241・2

ちば仕事プラザ
　県が運営する「ちば仕事プラザ」では再就職などを支援するため、
キャリアコンサルタントが皆さんの再チャレンジをすべてのプロセ
スでサポートします。相談は無料で予約制です。
【子育てお母さん再就職支援センター（マザーズハローワーク併設）】
　出産、子育てなどで仕事を離れた女性の再就職を支援します。
【生涯現役サポートセンター】
　シニア世代の再就職や多様な働き方を支援します。また企業には
人材の活用について相談を受けたり、情報を提供します。
【地域若者サポートステーション】
　地域支援機関のネットワークを活用し、職に就けない若者の自立
を支援します。
【千葉地域職業訓練センター】
　企業・従業員の各種能力開発講座や就業に役立つ講座を実施します。
問　ちば仕事プラザ☎043（273）4510・　http://www.techpyra.jp/

ジョブカフェちば（ヤングハローワーク併設）
　ジョブカフェちばは雇用関連サービスを1カ所でまとめて受けられ
る就職支援のセンターです。15歳から34歳までを対象とし就職活動
におけるカウンセリングや各種セミナーを実施、求人企業と求職者
が直接会話する機会を提供する「仕事探しカフェ」など、若年者の
就職を促進するためのサービスを無料で提供しています。
問　ジョブカフェちば☎047(426)8471・　http://www.ccjc-net.or.jp/
̃jobcafe/

あなたに合った仕事探し

建設した集会施設

コミュニケーションマーク

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
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【
印
旛
保
健
所
】

特
定
不
妊
治
療
に
助
成

　

不
妊
治
療
は
医
療
保
険
が
適
用
さ

れ
ず
、
高
額
の
医
療
費
が
掛
か
り
経

済
的
負
担
が
大
き
い
治
療
で
す
。
県

で
は
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・

顕
微
授
精
）
に
掛
か
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

合
計
所
得
額
が
7
3
0
万
円

未
満
の
夫
婦

助
成
額
・
期
間　

1
回
の
治
療
に
付

き
上
限
10
万
円
・
1
年
度
当
た
り
2

回
を
限
度
に
通
算
5
年
度

申
・
問　

指
定
医
療
機
関
で
治
療
終

了
後
、
申
請
書
（
印
旛
保
健
所
に
あ

り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
必

要
書
類
を
添
え
て
、
年
度
内
に
印
旛

保
健
所
地
域
保
健
福
祉
課
☎
0
4
3

（
4
8
3
）
1
1
3
4
へ

不
妊
相
談

　

不
妊
で
悩
む
夫
婦
な
ど
に
一
般
的

な
相
談
や
不
妊
治
療
に
関
す
る
情
報

提
供
お
よ
び
医
療
面
・
精
神
面
で
の

相
談
に
医
師
・
助
産
師
・
保
健
師
が

応
じ
ま
す
。

【
印
旛
保
健
所
】

日
時　

5
月
20
日
㈫
か
ら
毎
月
第
3

火
曜
日　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

【
印
旛
保
健
所
成
田
支
所
】

日
時　

6
月
12
日
、
9
月
11
日
、
12

月
11
日
、
2
月
12
日
の
各
木
曜
日　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

申
・
問　

相
談
日
の
2
日
前
ま
で
に

印
旛
保
健
所
☎
0
4
3
（
4
8
3
）

1
1
3
4
・
印
旛
保
健
所
成
田
支
所

☎
0
4
7
6
（
2
6
）
7
2
3
1
へ

こ
ど
も
ア
レ
ル
ギ
ー
相
談

　

子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

専
門
医
が
個
別
に
相
談
を
受
け
ま
す
。

日
時　

5
月
22
日
㈭
か
ら
奇
数
月
第

4
木
曜
日　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

30
分

対
象　

ぜ
ん
そ
く
・
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
・
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
で

治
療
中
の
子
を
も
つ
保
護
者

申
・
問　

事
前
に
電
話
の
上
、
印
旛

保
健
所
☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1
1

3
4
へ

　国際理解を深め、国際的視
野を広めるために中学生を毎
年オーストラリアの友好都市
キャンパスピ市とブリンバン
ク市の学校へ派遣しています。
　国際交流に関心がある私立
中学校などへ通っている中学
生の参加者を募集します。
日程　8月16日㈯～ 27日㈬（11
泊12日）
対象　市内在住の私立中学2・3年生　2人（市立中学校に通う
中学生は各中学校で別に募集中です）
内容　派遣先の学校が立てた計画に沿って授業や校外学習に
参加、メルボルン市内見学、宿泊は各校生徒の家庭へ（8泊）、
ホテル（1泊）
※国際情勢などの影響で、本派遣事業の予定が変更になる場
合もあります。
参加費　23万円程度（個人負担18万円程度、補助金5万円）
選考方法　書類審査、面接（日本語・英語）
※書類審査、面接（日本語・英語）の結果により抽選になる
場合があります。
申・問　5月26日㈪までに所定の用紙（企画政策課・市ホ―ム
ページにあります）に必要事項を記入の上、ファクス、Ｅメー
ルか直接企画政策課企画政策班　内線3352へ

　印旛沼、神崎川、手賀沼周辺の水辺に
は多数の土地改良施設があります。これ
ら施設や水田近くの用排水機場や用排水
路などは大変危険な場所です。夏休みに
入ると毎年このような場所での死亡事故
などが起こり、新聞・テレビでも報道さ
れています。
　事故を未然に防ぐためにこのような危
険な場所に子どもたちが近づかないよう
に、また付近で遊んでいたり釣りをして
いる子どもを見つけたら注意してあげて
ください。
問　市農政課農政班　内線3253、印旛沼土地改良区☎043（484）1155、手
賀沼土地改良区☎0476（42）2821

　市では環境美化の推進をテーマに、
市民の関心を高め自主的な市民活動
を推進するため、市民参加の活動を
先導的に展開する「100人会議」を4
月22日に設置しました。
　推進員は次の21人の皆さんです（敬
称略）。
推進員　田中和八（委員長）、森繁
次郎（副委員長、美化推進活動リー
ダー）、濵﨑嘉徳（副委員長、広報・啓発活動リーダー）、磯部さやか、伊東
威郎、今井利光、小野寺宣人、河内孝郎、倉持五郎、實積賢三、田中完三、
谷口九州男、中村忠、林浩二郎、平山隆一、深澤正昭、深田多滿喜、堀内耕
吾、松田浩明、望月真一、元田和寿
問　市民参加推進課市民参加推進班　内線3151・2

　市民活動推進センターの円滑
な運営と市民活動の推進を図る
ため、センターの管理運営、市
民活動の情報収集や発信、事業
の企画運営などを行う運営委員
11人を4月15日に委嘱しました。
　委員は次の皆さんです（敬称
略）。
委員　神田悦男（委員長）、松本
千代子（副委員長）、荒生篤夫、
伊藤利弘、岡本幸二郎、栗田武、佐藤功、田中和八、田中英紀、
細川泰裕、山口健郎
問　市民参加推進課市民参加推進班　内線3151

水辺に近づかないで水辺に近づかないで
～白井市青少年海外派遣参加者募集～～白井市青少年海外派遣参加者募集～

100人会議を設置市民活動推進センター
運営委員を委嘱

 委嘱を受ける委員

委嘱を受ける委員

 楽しい食事の時間

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

オーストラリアオーストラリアの風を感じにの風を感じに

106

Q　

電
話
帳
で
見
つ
け
た
引
っ
越
し

業
者
に
電
話
で
内
容
を
説
明
、
見
積

り
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
10
万
円
だ
っ

た
の
で
契
約
し
た
。
し
か
し
引
っ
越

し
の
当
日
に
荷
物
が
多
い
こ
と
を
理

由
に
13
万
円
の
料
金
を
請
求
さ
れ
た
。

ま
た
引
っ
越
し
後
に
冷
蔵
庫
に
傷
が

あ
る
の
を
見
つ
け
た
。
引
っ
越
し
作

業
で
付
い
た
傷
だ
と
思
わ
れ
る
が
損

害
賠
償
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

（
40
代
男
性
・
会
社
員
）

A　

春
は
引
っ
越
し
も
多
く
、
引
っ

越
し
業
者
と
の
料
金
ト
ラ
ブ
ル
、
作

業
過
程
で
の
破
損
・
紛
失
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
も
起
こ
り
が
ち
で
す
。

　

引
っ
越
し
業
者
は
事
前
に
し
っ
か

り
と
し
た
見
積
り
を
行
い
、
消
費
者

に
見
積
書
を
発
行
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
消
費
者
は
見
積
書
を
必
ず

受
け
取
り
、
内
容
の
確
認
を
し
ま
し

ょ
う
。
国
土
交
通
省
の
標
準
約
款
で

は
見
積
料
は
無
料
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
業
者
は
引
っ
越
し
の
2
日
前
ま

で
に
見
積
書
の
記
載
内
容
の
確
認
を

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
者
の
場
合
、
引
っ
越
し
当
日

の
内
容
が
事
前
に
電
話
で
説
明
し
た

条
件
と
同
じ
で
あ
れ
ば
、
見
積
額
以

上
の
代
金
を
請
求
さ
れ
て
も
支
払
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
条
件
が
異
な

っ
て
い
た
場
合
は
付
帯
料
金
を
請
求

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
冷

蔵
庫
の
傷
が
業
者
の
過
失
に
よ
る
場

合
は
業
者
が
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
引
っ
越
し
当
日
か
ら
3

カ
月
以
内
に
通
知
を
し
な
い
と
業
者

の
責
任
は
消
滅
し
ま
す
。
で
き
る
だ

け
早
く
業
者
に
連
絡
し
、
損
害
賠
償

を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
し
か
し

業
者
自
身
が
傷
の
事
実
を
認
め
て
い

る
場
合
は
3
カ
月
を
過
ぎ
て
も
大
丈

夫
で
す
。

　

引
っ
越
し
も
契
約
で
す
。
業
者
を

選
ぶ
際
は
低
料
金
の
広
告
な
ど
に
惑

わ
さ
れ
ず
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
慎
重

に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

問　

消
費
生
活
相
談
室　

内
線
3
2

9
4
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

午

前
10
時
〜
午
後
4
時　

市
役
所
2
階

相
談
室
）

◆
引
っ
越
し
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル

2008.5.153
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◆
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

東
京
電
機
大
学
で
は
米
国
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
か
ら
の
留
学
生
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
程　

9
月
11
日
㈭
〜
12
月
23
日
㈷

（
予
定
）
の
間
の
4
カ
月
間
（
2
カ

月
も
可
）　

対
象　

異
文
化
理
解
、

英
会
話
に
関
心
が
あ
り
、
大
学
へ
徒

歩
ま
た
は
自
転
車
通
学
可
能
な
地
区

で
、
1
室
と
1
日
2
食
の
提
供
が
可

能
な
家
庭　

謝
礼　

月
5
万
円

問　

6
月
6
日
㈮
ま
で
に
東
京
電
機

大
学
情
報
環
境
学
部
事
務
部
☎
0
4

7
6
（
4
6
）
4
1
1
1
（
平
日
）

◆
白
井
シ
ニ
ア
く
ら
ぶ
Ｙ
ｕ
ｉ

　
「
第
4
回
シ
ニ
ア
の
た
め
の
健
康

講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

6
月
1
日
㈰　

午
後
1
時
〜

3
時
30
分　

場
所　

白
井
駅
前
セ
ン

タ
ー　

入
場
料　

無
料　

内
容
・
講

師
ほ
か　
「
認
知
症
っ
て
な
ぁ
ー

に
」
こ
ん
な
こ
と
気
に
な
り
ま
せ
ん

か
！
・
鎌
ケ
谷
総
合
病
院　

斎
藤
清

貴
院
長
、
簡
単
に
、
ど
こ
で
も
出
来

る
「
十
分
間
太
極
拳
」、
異
色
の
ト

リ
オ
（
尺
八
・
ギ
タ
ー
・
ピ
ア
ノ
）

演
奏
と
合
唱
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
オ
ク
ト
マ
ン

歌
声
く
ら
ぶ
、
ト
リ
オ
の
演
奏
「
コ

ン
ド
ル
は
飛
ん
で
い
る
か
ら
知
床
旅

情
」
ま
で
、「
昭
和
30
〜
40
年
代
の

う
た
を
み
ん
な
で
歌
お
う
」
歌
声
く

ら
ぶ
の
伴
奏

問　

堤
☎
（
4
9
7
）
0
9
6
8

◆
白
井
2
0
0
8
公
募
写
真
展

　

写
真
展
へ
の
応
募
作
品
を
募
集
し

ま
す
。
写
真
は
す
べ
て
北
総
鉄
道
各

駅
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
な
ど
に
展
示
し

ま
す
。
各
テ
ー
マ
15
作
品
に
賞
品
贈

呈
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

テ
ー
マ　

①
北
総
鉄
道
沿
線
お
よ
び

白
井
市
内
で
撮
影
し
た
も
の　

②
自

由
作
品　

サ
イ
ズ　

A
4
（
21
㌢
㍍

×
29
・
7
㌢
㍍

※
北
総
鉄
道
駅
売
店
、
市
商
工
会
な

ど
で
販
売
し
て
い
る
指
定
額
縁
（
1
、

0
0
0
円
）
に
入
れ
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

申
・
問　

8
月
29
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
郵
送
か
直
接
〒
2
7
0
―
1
4

2
2
、
白
井
市
復
1
4
5
8　

白
井

市
商
工
会
内
白
井
公
募
写
真
展
実
行

委
員
会
☎
（
4
9
2
）
0
7
2
1
へ

※
応
募
は
各
テ
ー
マ
1
人
3
作
品
以

内
で
す
。

◆
い
ん
ば
学
舎
・
草
深
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
花
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

12
人
の
チ
ェ
リ
ス
ト
「
チ
ェ
リ
ッ

シ
モ
・
ブ
ラ
ビ
ッ
シ
モ
」
に
よ
る
演

奏
会
で
す
。
当
日
は
印
西
牧
の
原
駅

か
ら
送
迎
バ
ス
（
予
約
が
必
要
）
が

あ
り
ま
す
。

日
時　

25
日
㈰　

午
後
2
時
〜
（
開

場
午
後
1
時
30
分
）　

場
所　

い
ん

ば
学
舎
・
草
深
（
印
西
市
）　

出
演

独
奏
チ
ェ
ロ　

佐
久
間
豊
春
、
ピ
ア

ノ　

楠
本
祥
子　

チ
ケ
ッ
ト　

限
定

1
5
0
枚　

3
、
0
0
0
円
（
喫
茶

代
含
む
）

申

・
問　

い
ん
ば
学
舎
・
草
深　

鳥

田
☎
0
4
7
6
（
4
8
）
6
4
1
1
へ

◆
回
収
し
ま
す
あ
な
た
の
家
の
古
い

電
話
帳

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
地
球
環
境
保

護
・
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
「
古

い
電
話
帳
か
ら
新
し
い
電
話
帳
へ
」

の
考
え
の
も
と
、
電
話
帳
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
電
話
帳
を
各
家
庭
に
6
月
中

旬
に
届
け
ま
す
の
で
、
そ
の
際
、
古

い
電
話
帳
を
配
達
員
へ
渡
し
て
く
だ

さ
い
。

問　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
☎
0
1

2
0
（
5
0
6
）
3
0
9

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

日
時　

31
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

（
予
約
不
要
・
当
日
受
け
付
け
）　

場

所　

船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
応
者　

弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務

士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
ほ
か

相
談
料　

無
料

問　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

古
き
を
温
め
新
し
き
を
知
る

馬
た
い
石

　

左
の
写
真
、
ボ
ー
リ
ン
グ
の
玉

の
よ
う
な
石
は
「
馬
た
い
石
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
縦
17
・
5
㌢

㍍
、
横
20
㌢
㍍
と
い
う
大
き
な
も

の
で
、
重
さ
は
7
㌔
㌘
程
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
馬
の
胆
石
で
灰
色
の

滑
ら
か
な
表
面
の
あ
ち
こ
ち
に
は
、

薬
と
し
て
飲
む
た
め
に
削
ら
れ
た

跡
が
あ
り
ま
す
。

　

大
正
2
年
（
1
9
1
3
年
）
に

書
か
れ
た
文
書
に
よ
る
と
、
こ

の
馬
た
い
石
は
「
享
保
11
年

（
1
7
2
5
年
）
に
徳
川
八
代
将

軍
吉
宗
が
小
金
牧
で
鹿
狩
を
行
っ

た
際
に
お
召
し
に
な
っ
た
馬
を
、

そ
の
後
、
小
金
牧
で
種
馬
と
し
て

放
牧
し
て
い
た
。
そ
の
馬
が
死
ん

だ
後
に
体
内
か
ら
出
て
き
た
の
が

こ
の
馬
た
い
石
で
、
こ
の
よ
う
に

大
き
な
も
の
は
、
天
下
無
類
の
一

品
な
の
で
代
々
秘
蔵
し
て
き
た
奇

物
で
あ
る
。明
治
15
年（
1
8
8
2

年
）
6
月
に
天
皇
陛
下
が
成
田
に

お
出
で
に
な
っ
た
際
に
天
覧
さ
れ

た
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
牧
で
放
牧
さ
れ
た
馬
か

ら
こ
の
よ
う
に
大
き
な
胆
石
が
出

て
き
た
例
は
ほ
か
に
は
な
く
、
ま

た
明
治
天
皇
が
ご
覧
に
な
る
な
ど

の
由
緒
が
わ
か
る
点
で
も
貴
重
な

資
料
で
す
。

馬
相
之
吉
相
之
事

　

次
に
紹
介
す
る
の
は
「
馬
相
之

吉
相
之
事
」
と
い
う
古
文
書
で
す
。

　
「（
馬
は
）
胴
が
短
く
顔
が
長
い

も
の
が
上
で
あ
る
」
「
毛
並
み
は

短
く
濡
れ
色
が
あ
る
も
の
が
吉
」

「
子
馬
に
限
ら
ず
も
の
を
よ
く
喰

う
馬
は
長
命
で
あ
る
」
な
ど
馬
の

良
悪
の
判
断
方
法
に
始
ま
り
「
子

馬
の
蹄

ひ
づ
め
の
成
長
が
悪
い
時
は
、
大

麦
を
主
体
に
飼
う
よ
う
に
」
な
ど
、

馬
の
飼
い
方
ま
で
言
及
し
た
も
の

で
、
牧
士
と
馬
と
の
関
わ
り
を
示

す
も
の
と
し
て
意
義
の
あ
る
も
の

で
す
。

※
今
回
紹
介
し
た
「
馬
相
之
吉
相

之
事
」
は
「
白
井
町
史　

史
料
編

Ⅰ
」
に
原
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

問　

文
化
課
文
化
班
（
4
9
2
）

1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
牧
士
と
馬　

小
金
牧
の
牧
士
資
料

　

先
月
紹
介
し
た
県
指
定
文
化
財
「
小
金
牧
の
牧
士
資
料
」
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
資
料
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
目
を
引
く
の
が
、
鞍く
ら
や
鐙
あ
ぶ
みな

ど
、
馬
に
関
連
し
た
も
の
で
す
。
今
回
は
そ
の
中
で
も
一
風
変
わ
っ

た
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

馬相之吉相之事

馬たい石

　　　　 Ｓ Ｈ Ｉ Ｒ Ｏ Ｉ ア ー ト フ ェ ス タ　　　　
日　程 時　　間 展示団体 展示内容 場　所

1期
5月27日㈫
～ 6月1日㈰

午前9時～午後5時
（各期の初日は正午
から、最終日は午後
4時まで）

白井美術会
洋画・日本画・彫
刻・陶芸・工芸・
書道

郷土資料館展示
室・ギャラリー

2期
6月3日㈫
～ 8日㈰

白井市写真クラブ、
白井写友会、白井刻
字サークル、白井市
陶芸団体連絡協議会

写真・刻字・陶芸

3期
6月10日㈫
～ 15日㈰

コスモス、ひまわり、
虹の会、油絵教室白
井サークル

油絵・水彩画

4期⑴
6月17日㈫
～ 22日㈰

サークルめだか、キ
ルトサークル・リリ
ー、布絵サークルど
んぐり、押花絵サー
クルやまぼうし、ス
タイリッシュフラ
ワー

パッチワーク・キ
ルト・布絵・押花
絵・ドライフラワ
ー

4期⑵
6月21日㈯・
22日㈰

午前10時～午後5時
（22日㈰は午後4時ま
で）

白井市茶華道協会

華道・フラワーア
レンジメント

研修室

6月22日㈰ 呈
ていちゃ

茶 第5楽屋（和室）

※月曜日は休館です。

みんなでみんなで創る創る
SHIROISHIROIアートアートフェスフェスタタ

――市市美術美術文化団体文化団体合同合同展展――

　今年で7回目となる市美術文化団体合同展が5月
27日㈫から始まります。文化センターを会場に絵
画・写真・陶芸などさまざまな芸術作品を展示しま
すので、ぜひ来場ください。日程などは左表のとお
りです。
　文化課文化班☎（492）1123

　市内を本拠に創作活動を行っている美
術文化団体が自分たちで展示準備や作業
を進めてきた「SHIROIアートフェスタ」
を開催します。

昨年の陶芸などの展示
教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー
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◆
新
京
成
沿
線
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ

　

新
京
成
電
鉄
㈱
で
は
「
水
」
を

テ
ー
マ
に
松
戸
市
の
江
戸
川
堤
か
ら

葛
飾
区
の
水
元
公
園
を
中
心
に
散
策

し
ま
す
。
参
加
者
に
は
記
念
バ
ッ
ジ

や
き
っ
ぷ
型
記
念
券
な
ど
を
進
呈
し

ま
す
。
コ
ー
ス
は
13
㌔
コ
ー
ス
と
8

㌔
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
体
力

に
合
わ
せ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

5
月
24
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

※
天
候
に
よ
り
25
日
㈰
へ
順
延
。

集
合
場
所　

松
戸
駅
東
西
連
絡
通
路

参
加
費　

無
料　

持
ち
物　

昼
食
、

飲
み
物
、
雨
具
、
着
替
え
な
ど

問　

新
京
成
電
鉄
㈱　

総
務
・
広
報

課
☎
0
4
7
（
3
8
9
）
1
1
0
9

◆
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
・
サ
ル
サ

日
時　

18
日
㈰　

午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分　

場
所　

三
橋
記
念
会
館

（
鎌
ケ
谷
市
）　

講
師　

ホ
ル
ス
ト
・

エ
ミ
ー
ル　

参
加
費　

8
0
0
円

（
初
心
者
レ
ッ
ス
ン
付
き
）

問　

白
井
・
鎌
ケ
谷
サ
ル
サ
愛
好
会

☎
0
9
0
（
1
8
1
4
）
4
1
8
6

◆
親
子
で
楽
し
く
リ
ト
ミ
ッ
ク
無
料

体
験
（
1
歳
半
〜
小
学
校
就
学
前
）

　

音
楽
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
表

現
を
通
し
て
、
豊
か
な
感
性
や
集
中

力
、
協
調
性
を
養
い
ま
す
。
リ
ズ
ム

の
ス
テ
ッ
プ
、
ド
レ
ミ
が
読
め
る
よ

う
、
指
導
し
ま
す
。

日
程　

5
月
17
日
㈯
・
30
日
㈮
、
6

月
6
日
㈮
・
7
日
㈯

※
時
間
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

増
田
☎
（
4
9
1
）
8
2

4
1
へ

◆
白
井
ペ
ン
＆
筆
ペ
ン
習
字
サ
ー
ク

ル
　

日
常
、
も
っ
と
も
役
立
つ
文
字
を

ペ
ン
・
筆
ペ
ン
な
ど
を
使
っ
て
美
し

く
書
け
る
よ
う
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

日
時　

水
曜
日
（
月
3
回
）　

午
後

0
時
30
分
〜
2
時　

場
所　

西
白
井

複
合
セ
ン
タ
ー　

月
会
費　

2
、
0

0
0
円　

サ
ー
ク
ル
費　

3
0
0
円

問　

遠
藤
☎
（
4
9
1
）
3
7
8
4

　タイトルの上にある中などは次の場所
や申し込み・問い合わせ先を示しています。
中中央公民館・視聴覚ライブラリー
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
複西白井複合センター
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
社社会福祉協議会
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5713
ボボランティアセンター
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5716
シシルバー人材センター
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
※定期的に実施されている児童館事業など
は掲載されていないものもありますので、
児童館だより（各センターにあります）や
市ホームページをご覧ください。

◆
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ

　

30
代
か
ら
50
代
の
主
婦
た
ち
が
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
・
ピ
ィ
ラ
テ
ス
・
ダ
ン

ベ
ル
で
汗
を
か
き
、
ス
ト
レ
ス
発
散

し
て
い
ま
す
。

日
時　

火
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

（
休
み
の
場
合
が
あ
り
ま
す
）　

場

所　

公
民
セ
ン
タ
ー　

参
加
費　

3
、

5
0
0
円
（
3
カ
月
有
効
の
チ
ケ
ッ

ト
制
で
4
回
分
に
な
り
ま
す
）

※
体
験
は
無
料
で
す
。

入
会
金　

1
、
0
0
0
円　

持
ち
物

汗
ふ
き
タ
オ
ル
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
飲

み
物
・
体
育
館
履
き

問　

本
田
☎
（
4
9
7
）
0
9
2
2

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
に
加
入
し
ま

せ
ん
か

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
で
は
多
様
な

大
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
協
会
に

加
入
し
て
、
一
緒
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

加
入
で
き
る
団
体　

市
内
の
施
設
を

活
動
拠
点
と
す
る
団
体
の
う
ち
、
運

営
役
員
と
し
て
理
事
を
1
人
選
出
で

き
る
団
体　

予
定
企
画　

ジ
ュ
ニ

ア
、
初
心
者
講
習
会
（
オ
ー
プ
ン
）・

春
季
大
会
（
オ
ー
プ
ン
）・
ク
ラ
ブ

対
抗
団
体
戦
（
協
会
内
）・
秋
季
大

会
（
オ
ー
プ
ン
）・
ミ
ッ
ク
ス
大

会
（
協
会
内
）　

入
会
金　

1
団
体

2
、0
0
0
円　

年
会
費　

1
団
体

3
、0
0
0
円

申
・
問　

5
月
31
日
㈯
ま
で
に
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
協
会　

佐
藤
☎
（
4
9
2
）

9
3
0
3
へ

◆
北
総
リ
ー
ド
サ
ー
ク
ル

　

ハ
ー
モ
ニ
カ
を
演
奏
し
て
脳
の
活

性
化
を
し
ま
せ
ん
か
。
音
楽
も
ハ
ー

モ
ニ
カ
も
初
め
て
と
い
う
人
で
も
丁

寧
に
指
導
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
、

1
度
教
室
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

第
1
・
3
火
曜
日　

午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分　

場
所　

青
少

年
女
性
セ
ン
タ
ー　

月
会
費　

2
、

0
0
0
円

問　

荏
原
☎
（
4
9
2
）
1
7
2
2

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

まごころヘルパー養成講座
日　程 内　　容
6月6日㈮ 白井市の高齢者の現況と福祉サー

ビス
6月13日㈮ ホームヘルプサービス概論
6月20日㈮ 共感的理解と基本的態度の形成
6月27日㈮ 介護保険法と在宅介護支援セン

ター、車いす介助の方法
7月4日㈮ ホームヘルプサービスの共通理解
※そのほか実地研修が１日あります。

開催日程
日　程 内　容 材料費

5月25日㈰ 自己紹介・名札作り ―
6月21日㈯ クッキング 200円
7月13日㈰ ゲーム・運動遊び ―
9月27日㈯ 市川市動植物園 500円
10月26日㈰ ランチョンマット作り ―
11月15日㈯ クッキング 300円
12月（未定）歳末助け合い募金

―1月25日㈰ センターまつり準備
2月（未定）センターまつり
3月7日㈯ お別れ会 200円

シ
網
戸
張
替
え
講
習
会

　

網
戸
張
り
替
え
の
実
技
講
習
で
す
。

日
時　

6
月
18
日
㈬　

午
前
10
時
〜

午
後
4
時

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上　

12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申　

6
月
6
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

ボ
初
級
手
話
講
習
会

　

手
話
を
学
び
、
聴
覚
の
不
自
由
な

人
と
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

6
月
5
日
〜
9
月
18
日
（
毎

週
木
曜
日
・
全
15
回
）　

午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
者　

30
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費　

1
、
0
0
0
円

申　

5
月
23
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

社
ま
ご
こ
ろ
ヘ
ル
パ
ー

養
成
講
座

　

ま
ご
こ
ろ
サ
ー
ビ
ス
の
ヘ
ル
パ
ー

と
し
て
活
動
（
1
時
間
に
付
き
7
0

0
円
）
す
る
た
め
の
入
門
講
座
を
行

い
ま
す
（
ヘ
ル
パ
ー
2
級
や
3
級
の

資
格
を
取
得
す
る
講
座
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）。

　

ま
ご
こ
ろ
サ
ー
ビ
ス
は
高
齢
や
障

害
、
病
気
な
ど
で
家
事
を
す
る
こ
と

が
困
難
な
人
に
対
し
、
ヘ
ル
パ
ー
を

派
遣
し
て
買
物
や
掃
除
な
ど
の
家
事

支
援
を
行
う
事
業
で
す
。

日
程　

左
表
の
と
お
り

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午
（
1
日
目

の
み
9
時
30
分
〜
正
午
）

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

全
日
程
受
講
し
、
ヘ
ル
パ
ー

と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
人　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

5
0
0
円

申　

5
月
28
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
社
会
福
祉
協
議
会
へ

日時　1日㈰、7日㈯、8日㈰、28日㈯、29
日㈰　午前9時～午後6時
対象　市内在住・在勤・在学者（申し込み順）
※成人の責任者が付いて管理してください。
利用料金　テニスコート　540円、体育館1、
300円、グラウンド　2,520円（2時間）
申・問　5月26日㈪までに申請書（生涯学
習課にあります）に必要事項を記入の上、
生涯学習課スポーツ振興班　内線3436へ
※初めて申請する場合は利用者の登録が必
要となります。

複キッズクラブ
　年間登録制のクラブです。学校や学年の違
う友達と楽しい時を過ごしませんか。
日程　平成20年5月～ 21年3月（全10回）
対象　市内在住小学生　15人（申し込み順）
参加費　必要時に徴収（材料費・交通費など）
申　直接西白井複合センターへ

委
嘱
は
ベ
テ
ラ
ン
21
人

　

委
嘱
状
の
交
付
式
が
4
月
22
日

に
行
わ
れ
、
中
村
市
長
か
ら
推
進

員
一
人
一
人
に
委
嘱
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
前
年
度
か
ら
引
き

続
き
参
加
の
21
人
で
、
少
数
精
鋭

の
ベ
テ
ラ
ン
揃
い
で
す
。
前
期
限

り
で
退
会
の
加
藤
、
大
内
、
宮
田
、

佐
野
、
大
部
5
人
の
推
進
員
の
皆

さ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
尽
力
に
関
し

て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
村
市
長
か
ら
は
「
1
0
0
人

会
議
の
活
動
は
啓
蒙
的
な
実
践
活

動
で
あ
り
、
難
し
さ
を
伴
う
活
動

で
す
が
、
例
え
ば
そ
の
ビ
ブ
ス
の

緑
を
見
れ
ば
1
0
0
人
会
議
だ
と

市
民
の
認
知
が
得
ら
れ
る
よ
う
継

続
を
力
に
し
て
く
だ
さ
い
。」
と

い
う
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
1
回
会
議

　

引
き
続
き
今
年
度
最
初
の
会
議

が
開
催
さ
れ
、
改
め
て
当
会
議
の

職
務
の
確
認
と
各
自
の
今
年
度
の

抱
負
が
語
ら
れ
た
後
、
役
員
の
選

出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
委
員
長
は
前
年
度
で

勇
退
さ
れ
た
加
藤
三
洲
さ
ん
に
代

わ
っ
て
、
第
1
期
か
ら
美
化
推
進

活
動
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ

た
田
中
和
八
さ
ん
に
決
定
。
美
化

推
進
活
動
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
や
は

り
第
1
期
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
森
繁
次
郎
さ
ん
に
、
広
報
・
啓

発
活
動
リ
ー
ダ
に
は
前
年
度
に

引
き
続
き
濵
﨑
嘉
德
さ
ん
に
決

定
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
第
7
回
環

境
フ
ォ
ー
ラ
ム
担
当
委
員
と
し
て
、

伊
東
威
郎
さ
ん
と
濵
﨑
嘉
德
さ
ん

を
選
出
し
ま
し
た
。

20
年
度
の
活
動
方
針

　

活
動
の
基
本
方
針
は
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
普
及
促
進
で
あ
る
こ
と
と
、

懸
案
の
大
松
交
差
点
の
植
栽
帯
の

モ
デ
ル
事
業
の
実
現
に
向
け
て
た

だ
今
努
力
中
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

白
井
駅
前
の
灰
皿
設
置

　

5
月
1
日
か
ら
駅
前
広
場
に
環

境
課
の
協
力
も
あ
っ
て
灰
皿
が
試

験
的
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
白

井
駅
最
寄
り
の
推
進
員
を
中
心
に

し
た
関
連
者
に
よ
っ
て
、
設
置
の

効
果
測
定
の
方
法
も
確
認
さ
れ
て

お
り
、
効
果
が
大
い
に
期
待
さ
れ

ま
す
。

 

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
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⌇
⌇

問　

市
民
参
加
推
進
課
1
0
0

人
会
議
事
務
局　

内
線
3
1
5
1

※
こ
の
記
事
は
1
0
0
人
会
議
に

よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

白井市100人会議

6月の社会保険大学校
運動施設開放日

高

齢

者

趣
味
・
教
養
・
学
習

第
6
期
ス
タ
ー
ト

2008-5

44

4月22日の委嘱状交付式での1コマ

講習を受ける受講者

手話を覚えて発表会

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

講座を受ける受講者

募

集
・

伝

言

板
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古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2008.5.15 6

青
臭
い
味
の
食
べ
頃
春
を
摘
む 

大
松　
　
　

川
又　

勝
彦

あ
く
び
す
る
猫
の
犬
歯
や
風
四
温 

七
次
台　
　

鶴
巻　

和
男

家
家
の
歩
く
巾
だ
け
雪
を
掻
く 

池
の
上　
　

大
橋　
　

茂

生
か
さ
れ
て
春
の
ひ
と
日
を
旅
の
バ
ス 

大
松　
　
　

織
本　

泰
子

梅
咲
い
て
い
る
だ
け
で
良
し
心
晴
れ 

池
の
上　
　

横
山
久
雅
子

古
希
近
し
ロ
カ
ビ
リ
ア
ン
に
遅
い
春 

大
山
口　
　

上
坂　

千
昭

桜
木
の
芽
吹
き
せ
ず
ま
だ
先
の
声 

堀
込　
　
　

宮
本　

文
子

下
萌
や
物
の
息
吹
き
の
逞
し
く 

神
々
廻　
　

斎
藤
と
み
子

粛
粛
と
俳
句
た
し
な
む
春
の
宵 

冨
士　
　
　

柳
沢　
　

純

饒
舌
や
心
許
せ
し
春
ゆ
ぶ
ね 

復　
　
　
　

斎
藤　

永
子

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
楽
し
恐
い
の
春
嵐 

根　
　
　
　

乾　

た
か
子

少
し
窓
開
い
て
あ
り
け
り
春
炬
燵 

神
々
廻　
　

杉
山　

隆
秀

連
れ
立
ち
て
親
子
三
代
夕
桜 

堀
込　
　
　

大
屋　

キ
ヌ

ド
ラ
マ
見
て
涙
あ
ふ
る
る
老
の
春 

南
山　
　
　

上
野　

寛
義

鳥
引
く
や
帰
路
失
い
し
旅
の
夢 

堀
込　
　
　

高
光　

定
治

涅
槃
会
や
己
が
余
生
に
一
里
塚 

神
々
廻　
　

田
中
八
代
い

吐
く
息
を
野
に
捨
て
行
く
や
犬
ふ
ぐ
り 

中　
　
　
　

土
屋
美
智
子

花
の
宴
酒
盃
も
す
ゝ
む
七
分
咲
き 

堀
込　
　
　

渡
辺　

岩
夫

花
吹
雪
止
む
時
春
の
終
わ
り
哉 

桜
台　
　
　

土
山　

勝
實

春
鴨
の
水
に
日
の
色
山
の
影 

大
松　
　
　

寺
尾　

春
雪

春
兆
す
木
々
の
芽
等
か
ら
声
か
か
る 

根　
　
　
　

大
出　

和
雄

春
の
海
男
波
や
さ
し
く
女
波
抱
く 

大
山
口　
　

寺
内
ひ
ろ
し

若
葉
冷
え
お
茶
の
旨
さ
を
一
人
メめ
し
て 

根　
　
　
　

押
田
み
よ
女

朝
の
陽
の
か
が
よ
ふ
雪
の
金
閣
寺                          

　
　
　
「
雅
で
す
ね
」
と
ふ
女
性
の
ア
ナ
の 

池
の
上　
　

関
根
ち
な
み

カ
ー
テ
ン
を
繰
り
て
眺
む
る
校
庭
の

　
　
　

古
木
の
桜
い
ま
盛
り
な
り 

桜
台　
　
　

米
井　
　

茂

き
ま
り
ご
と
一
つ
一
つ
を
か
た
ず
け
て

　
　
　

い
つ
し
か
時
は
桜
咲
く
頃 

桜
台　
　
　

木
下　

重
子

僧
の
打
つ
太
鼓
が
響
き
須
弥
壇
の

　
　
　

蝋
の
灯
刹
那
大
き
く
ゆ
ら
ぐ 

冨
士　
　
　

望
月　

玲
子

突
然
に
逝
き
た
る
友
よ
あ
な
た
と
の

　
　
　

思
い
出
残
る
横
浜
が
好
き 

堀
込　
　
　

名
越
た
て
み

花
霞
脳
裡
に
満
て
り
眼
を
病
む
も

　
　
　

桜
の
便
り
日
毎
に
聞
き
て 

冨
士　
　
　

村
上
し
ず
子

花
の
刻と
き

金
山
落
賑
わ
い
て

　
　
　

名
内
橋
よ
り
桜
追
う
た
り 

池
の
上　
　

蝦
名　

幸
子

花
冷
え
の
暗
き
空
よ
り
風
に
舞
い

　
　
　

吹
雪
と
云
う
は
あ
ま
り
に
は
か
な
し 

七
次
台　
　

松
井　

寛
紅

独
り
居
の
卓
に
小
さ
き
幸
の
あ
り

　
　
　

ガ
ラ
ス
の
皿
に
メ
ロ
ン
を
盛
り
て 

桜
台　
　
　

米
井　

詩
織

降
る
雨
に
濡
れ
つ
つ
香
る
白
梅
に

　
　
　

癒
さ
れ
巡
る
秩
父
霊
場 

根　
　
　
　

印
南　

満
子

目
の
悪
し
き
我
の
し
す
が
ら
見
詰
め
た
る

　
　
　

暗
き
絵
巻
は
一
つ
の
宇
宙 

堀
込　
　
　

川
崎　
　

薫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

　このコーナーで紹介する皆さんの身
近な話題をお寄せください。
申・問　秘書課広報広聴班　内線3373へ
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市
民
大
学
校

市
民
大
学
校
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か
わ
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白井国際交流
協会

　白井国際交流協会は英語・スペイン語教
室や外国の大使を招いての講演会、市内在
住外国人との懇談会などを実施し、市民が
身近な国際交流を通じて広く海外の人たち
との交流を深め、外国の文化や社会の習慣・
環境を理解できるさまざまな機会の提供に
努めています。
　今月18日㈰には国際親善ミニサッカー大
会を白井運動公園陸上競技場で開催します。
白井市および近隣に在住の外国人チームを
中心に8チームが参加。同時に子ども向け
のサッカー教室も開催する予定です。ス
ポーツを通じて外国人との交流を深める良
い機会です。興味のある人はぜひ来てくだ
さい。

　〒270－1432、白井市冨士1－32　白
井国際交流協会事務局☎（445）3345・ FAX
（446）0963

■問

国際親善ミニサッカー大会

開
校
ま
で
あ
と
1
カ
月

◆
市
民
大
学
校
で
人
生
を
楽
し
く
豊

か
に　

〜
新
し
い
自
分
の
発
見
の
場

と
し
て
〜

　

市
民
大
学
校
の
講
座
は
机
に
向
か

う
勉
強
だ
け
で
は
な
く
、
趣
味
や
ス

ポ
ー
ツ
、
健
康
づ
く
り
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。
学
部
は
学
び
な

が
ら
健
康
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
目

的
の
健
康
生
活
部
（
1
年
制
）
と
楽

し
く
仲
良
く
友
達
づ
く
り
が
目
的
の

シ
ニ
ア
学
部（
2
年
制
）が
あ
り「
何

か
学
び
た
い
」「
何
か
打
ち
込
め
る

こ
と
を
探
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
人

に
最
適
で
す
。

◆
初
回
の
講
座
は
公
開
講
座

　

平
成
20
年
度
市
民
大
学
校
入
学
式

は
6
月
14
日
㈯
午
後
2
時
か
ら
文
化

会
館
中
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。
入
学

式
後
に
は
初
回
の
講
座
と
し
て
、
聖

徳
大
学
福
留
教
授
を
講
師
に
迎
え

「
生
涯
学
習
で
元
気
な
ま
ち
を
創

る
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
講
座
は
公
開
講
座
に
な

り
ま
す
の
で
、
受
講
生
以
外
で
も
自

由
に
聴
講
で
き
ま
す
。
公
開
講
座
は

こ
の
初
回
の
講
座
を
含
め
3
回
予
定

し
て
い
ま
す
。

◆
シ
ニ
ア
学
部
2
年
生
で
は
受
講
生

も
講
師
の
一
員

　

シ
ニ
ア
学
部
で
は
1
年
生
は
各
班

ご
と
に
次
年
度
の
自
主
講
座
を
企

画
し
、
2
年
生
に
は
そ
の
企
画
し
た

テ
ー
マ
を
運
営
す
る
と
い
う
講
座
を

設
け
て
い
ま
す
。
各
班
で
役
割
分
担

を
決
め
、
班
で
成
果
を
出
す
講
座
を

運
営
す
る
こ
と
で
、
受
講
者
の
つ
な

が
り
が
よ
り
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
卒
業
後
の
活
動

　

市
民
大
学
校
の
卒
業
生
は
学
部
・

学
年
単
位
で
会
を
組
織
し
て
い
ま

す
。
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
、
仲
間
と
し
て
自
分
た
ち
の
趣
味

を
生
か
せ
る
こ
と
、
ま
ち
で
活
動
で

き
る
こ
と
な
ど
、
さ
ら
に
交
流
を
深

め
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

◆
入
学
申
し
込
み
は
5
月
21
日
ま
で

　

今
年
度
の
入
学
申
し
込
み
の
受
け

付
け
は
5
月
21
日
㈬
ま
で
で
す
。
詳

細
は
入
学
案
内
（
生
涯
学
習
課
、
各

セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
）
で
確
認
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
状
況
や
具
体
的
な
講
座
内
容
な

ど
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班　

内

線
3
4
3
2

匠の技を後世へ
　「全技連マイスター」を知って
いますか。洋服や家、料理などを
作るプロで、20年以上の実務経験、
優れた技能実績を持ち、その高い
技術を後世に伝える熱意のある人。
そんな人を㈳全国技能士会連合会
が全技連マイスターとして認定し
ています。市内でただ1人（県内で
も2人）婦人子供服製造職の全技
連マイスターである廣谷さん（池
の上在住）は、洋裁歴30年のプロ。
市内で洋裁店を営む傍ら西白井複
合センターや桜台センターで活動
するサークルにその技術を伝えています。
　廣谷さんは「ドイツのマイスター制度では早い時期から個人の能力を
見極め、適職に導き物作りの技を磨きます。日本の子どもたちも夢中に
なれるものを見つけ職業として、また大人でも生活に潤いのあるものを
見つけてほしいです。私がその手助けをしてあげられたらと思います」
と話してくれました。

　今年4月に新たに知的障害者対象の地域
活動支援センター「手塩宿」が開所しまし
た。ここは障害のある人が自立して地域生
活を送るための場所で、日中農作業や手織
物製作などをしています。
　所長の林さんは開所にあたり「障害者が
生まれ育った地域で、親が亡くなった後も
心配せずに心豊かに生活できることが願
いです」と話していました。
　市内にはほかに精神障害者対象の地域
活動支援センター「ぽけっと」があり、こ
こでも障害者の皆さんが生き生きと活動
しています。

地域活動支援センター「手塩宿」開所

そば打ちに挑戦

次年度の自主講座を企画

み んみ ん な のな の ひ ろ ばひ ろ ば

洋服作りをする廣谷さん

農作業後の軍手や長靴を洗っています

200515P001P006.indd   6200515P001P006.indd   6 2008/05/09   19:27:252008/05/09   19:27:25


